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【解答例】
管Ａだけが開いていた時間で入る水の量は
　600−200＝400（L）
管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間で排出する水の量は
　600−560＝40（L）
１分当たりに管Ａと管Ｂの両方が開いて排出する水の量は、
１分当たりに管Ａだけで入る水の量の
　（7−5）÷ 5 ＝ 2

5（倍）
管Ａだけが開いていた時間で、管Ａと管Ｂの両方が開いて
いた時間で排出する水の量は
　400 ×  25  ＝ 160（L）
管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間は管Ａだけが開いてい
た時間の
　40 ÷ 160 ＝ 1

4（倍）　 1
4

24 24

切り口は台形の断面であり、その面積は三角形AMN
の面積の
　2×2−1×1＝3（倍）
である。台形の面積は
　24×3＝72（cm2）

【解答例】
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１ 
⑴〜⑸
各4点×5
⑹，⑺
各5点×2

２ 
⑴，⑵①各3点
⑵②4点

３ 
⑴5点
⑵6点＋2点

４ 
⑴，⑵
各4点×2
⑶①2点
⑶②4点＋2点
⑷，⑸
各5点×2

５ 
⑴〜⑶
各3点×3
⑷各1点×6
⑸，⑹各3点×2
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【採点のポイント】
　グラフから、二つの管が「一方だけ開いていたとき」「両方開いていたとき」を正

確に読み取ることがポイントです。上の解答例における採点基準は以下の通りです。 

 

◦１分当たりに管Ａと管Ｂの両方が開いて排出する水の量と、１分当たりに管Ａだ

けで入る水の量の比に関する式があれば３点加点しています。 

◦管Ａだけが開いていた時間で、管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間で排出する水

の量について求め、管Ａと管Ｂの両方が開いて排出する水の量の 40（L）との関

係が分かる式があれば３点加点しています。

　上記の場合は管Ａに注目していますが、管Ｂに注目して解いた場合も同様の基準で

加点しています。

【採点のポイント】
　立体を正確に把握し、切断面が等脚台形であると把握することがポイントです。ま

た、立体図形における相似を見抜き適切に処理できるかを問うています。

⑶　①の解答例における採点基準は以下の通りです。

◦切り口が三角形となっているものは点数がありません。

◦切り口が四角形となっているものには完成度に応じて１点加点をしています。

⑶　②の解答例における採点基準は以下の通りです。

◦切り口の断面の台形の面積と三角形 AMN の面積の比が分かる式があれば２点

加点しています。

◦相似な図形の面積比などを利用せずに、切り口の断面の台形の面積は三角形

AMN の３個分としていても２点加点しました。

　管Ａだけが開いていた時間で入る水の量は

　　　600 − 200 = 400（L）

　管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間で排出する水の量は

　　　600 − 560 = 40（L） 

　１分当たりに管Ａと管Ｂの両方が開いて排出する水の量は、１分当たりに管Ａ

だけで入る水の量の 

　　　（ 7 − 5 ）÷ 5 ＝  25 （倍）

　管Ａだけが開いていた時間で、管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間で排出する

水の量は 

　　　400 ×  25  = 160（L）

　管Ａと管Ｂの両方が開いていた時間は管Ａだけが開いていた時間の

　　　40 ÷ 160 =  14 （倍）　

①

 

②　切り口の断面の台形の面積は三角形 AMN の面積の 2 × 2 − 1 × 1 = 3（倍）

　よって、台形の面積は 24 × 3 =  72（cm²）
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